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第４回南島原市農業委員会総会会議録 

 

 

１ 開催日時  令和６年１０月２８日（月）午後２時４５分～午後３時３５分 

 

２ 開催場所  有家コレジヨホール ２階 大会議室 

 

３ 出席委員 

 （農業委員） 

       ２番 馬場正国   ３番 中川繁憲   ４番 楠田耕三   ５番 寺田俊秀 

       ６番 宮崎陽一   ８番 植木健太郎  ９番 石橋浩昭  １０番 山﨑伸吾 

      １１番 寺田健蔵  １２番 山下勝也  １３番 濵本康弘  １４番 浅田修弘 

      １５番 内田一郎  １７番 水田 勇  １８番 金子初夫 

       会長 太田香代子 

 （農地利用最適化推進委員） 

      １９番 増田孝徳  ２０番 入江泰子  ２３番 松尾和昭  ２４番 山口俊一 

      ２５番 田中芳邦  ２６番 吉岡長久  ２８番 本多正敬  ２９番 岡田裕弥 

      ３０番 原田久也  ３１番 本多晋介  ３２番 三宅東英  ３３番 飛永敏博 

      ３４番 本多 力  ３５番 中山秀樹  ３６番 田中八郎  ３７番 田中昭博 

      ３８番 荒木健一  ３９番 山本敏晴  ４０番 宮崎 努  ４１番 本田勝彦 

      ４２番 柴内成世  ４３番 金井圭司  ４４番 石橋正浩  ４６番 本多信之介 

      ４７番 木下勝徳  ４８番 太田保則 

 

４ 欠席委員 

 （農業委員） 

       １番 相良栄一郎  ７番 神﨑好史  １６番 伊﨑美代子 

 （農地利用最適化推進委員） 

      ２１番 中野裕二  ２２番 末吉秀明  ２７番 林田浩也  ４５番 兼俵朝樹 

 

５ 議事録署名委員 ８番 植木健太郎  ９番 石橋浩昭 

 

６ 事務局出席者  山本忠介  山口朋子  円口智仁  塩田一幸 

 

[ 日  程 ] 

議案第１２号  農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第１３号  農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第１４号  農用地利用集積計画の決定について 

 

そ の 他  ・農地法第１８条第６項の規定による通知について 

 

事務局（〇〇） それでは、ただいまから第４回南島原市農業委員会総会を開催いたします。 
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    本日は、１番相良委員、７番神﨑委員、１６番伊﨑委員、２１番中野委員、２２番末吉委員、

２７番林田委員、４５番兼俵委員の農業委員３名、推進委員４名から欠席の届出があっておりま

す。また、少し遅れると１４番浅田委員から連絡があっております。出席農業委員数は１５名で

過半数には達しておりますので、総会は成立しております。 

    会議規則第５条の規定によりまして、会長が議長となり議事を進行いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

議 長 皆様、改めまして、こんにちは。 

    本日は、第４回の南島原市農業委員会総会ということでご案内申し上げましたところ、大変お

忙しい中に出席いただき、誠にありがとうございます。 

    さて、昨日投開票の衆議院議員選挙でございますが、まだまだ新しい政権の誕生が待ち遠しい

ところでございます。農業分野の施策については、地方の農業振興が図られるよう期待したいと

ころでございます。 

    開会前に、作業部会から報告等がございました新規プロジェクト事業につきましては、皆さん

方のご協力を得ながら実現し、地域農業振興に農業委員会総体として取り組んでまいりますので、

引き続きのご協力をお願いいたします。 

    農地パトロールにつきましては、体調管理に留意され実施していただいているものと思ってお

ります。現地においては、地形等により道路からの見通しが悪い箇所などがあるかと思いますが、

ドローンを活用した調査も可能ですので、ぜひご検討いただきたいと思います。 

    また、本日は案内のとおり、午後４時より農業者年金加入推進大会を、関係する皆さんにご参

加いただき、開催することにしております。長時間にわたりますが、最後までどうぞよろしくお

願いいたします。 

    事務局から、農業委員１９名中、出席委員は現在１５名との報告があり、総会開催に必要な過

半数には達しておりますので、総会は成立することを宣言いたします。 

    それでは、議事録署名人に８番植木委員、９番石橋委員を指名します。 

    ただいまから議案の審議に入ります。 

 

    それでは、議案第１２号 農地法第４条の規定による許可申請について を議題といたします。 

    番号１について事務局の説明を求めます。 

事務局（〇〇） 皆さん、お疲れさまでございます。長丁場になりますけれども、今日はよろしくお願

いいたします。 

    それでは、座って説明いたします。 

    議案第１２号 農地法第４条の規定による許可申請について説明いたします。 

    ２ページをお願いします。 

    番号１、岐阜県大垣市の〇〇さん、土地が深江町〇〇番、地目が畑、現況が山林となっており

ます。地積のほうが８２６平米です。転用の目的は植林です。平成１２年頃に亡きお父様のほう

が申請地に植林しており、今後も植林、山林として利用するということで、追認許可を受けたい

ということでございます。なお、農振内の農用地外ということで、令和６年１０月３日付で簡易

手続相当の追認許可相当というものをいただいております。 

    先ほども言いましたけれども、本案件につきましては、申請者の亡くなられた父親が平成〇〇

年頃に農地法第４条の転用許可を受けずに杉を植林しておりました。今回、申請者が相続後、不

動産等の登記情報を確認したところ、地目が畑になっており、転用許可を受けずに植林していた
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ことによる違反転用案件として、去る令和６年９月２５日付で県へ違反転用連絡票を提出し、１

０月３日付で追認許可相当の判断を受けたということでございます。 

    本案件の農地区分につきましては、市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の

区域その規模が１０ｈａ未満に該当いたしますので、第２種農地と思われます。植林用地が８２

６平米、現状のまま利用いたします。現在、杉２２０本を植林しており、木の間隔としましては

２ｍから３ｍということになっております。ただし、写真等でも見ていただければと思いますが、

もう平成１２年に植林されておりまして、もう既に結構背が高くなっているという状況になって

おります。 

    なお、地元の〇〇自治会長様より、父親である故〇〇さんが平成〇〇年頃に植林され、現在に

至っていることに相違ないという旨の証明書の提出があっております。 

    雨水につきましては、現状のまま自然流下です。汚水、雑排水については発生いたしません。

資金につきましては、もう既に完了しているものでありますので発生いたしません。 

    以上でございます。 

議 長 この案件の現地調査の結果を〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。 

    １０月２４日午前１０時２０分頃、〇〇番〇〇委員、〇〇番〇〇推進委員、それと職員３人と、

〇〇さんの親族である〇〇さんの立会いの下で現地調査を行いました。場所的には、ちょっと分

かりにくいんですけれども、〇〇集落公民館を過ぎて〇〇川を横切って、それからちょっと下流

に下ったところ、〇〇水源から２００ｍほど下流になります。周りは、〇〇土地改良区の基盤整

備で水田となっているんですけれども、この申請地の手前のところに３、４ｍぐらいの石垣があ

って、１段結構高くなっている場所になります。ですから、基盤整備では、この辺は除外地にな

っているんだろうと思います。もともと畑があったらしいです。その手前も畑でしょうけれども、

もう山林化して、一見もう山のような感じです。 

    それで、見てきたんですけれども、とてもこれを元に戻すということはできないということで、

許可相当がよろしいんじゃないかと私は考えますけれども、皆さんのご審議をよろしくお願いし

ます。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行された〇〇番〇〇推進委員からご意見等ございませんか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。 

    〇〇委員が言われたとおり、問題ありません。 

    以上です。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見等ございませんか。 

〇〇番〇〇委員 よろしいですか。 

議 長 〇〇委員。 

〇〇番〇〇委員 申請地の北側、東西は、これは何ですか。農地ですか。 

事務局（〇〇） 北側、ちょうどここになります。ここは、地目が田なんですけれども、実はここに、

先ほどちょっと言われましたけれども、２ｍ、３ｍと、ちょっと岩ぐらいの高さの段差がありま

して、ここから直接行き来ができない。そして、あちらの上のほうも、実は道路から入れるよう

になってはいるんですけれども、歩きでしか入れない。車両が入れないんです。反対側から行く

と、こっちのほうにはまた宅地があったり、山があったりということで、孤立したところになり

ます。ですので、連担はしていないということで第２種農地という判断をしております。 

〇〇番〇〇委員 じゃ、その北側とそのもっと右側ですね、東側になる。そうですね、そこは農地です
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か。 

事務局（〇〇） ここですね。ここは山林。ここから、ここを下って川があります。入っていますので、

ここもまたＵターンになるという形ですね。ここだけが農地で残っているという形で。 

〇〇番〇〇委員 北側は。 

事務局（〇〇） ここも山林。 

〇〇番〇〇委員 水田ですね。 

事務局（〇〇） ここは、ここの間にも土地があるんですけれども、ここも山林、地目になっていると

いうことです。 

〇〇番〇〇委員 その山林、〇〇は農地じゃないということ。 

事務局（〇〇） ここですね、〇〇。 

〇〇番〇〇委員 はい。 

事務局（〇〇） ここは山林です。地目は山林になっております。 

〇〇番〇〇委員 農地でしょう。 

事務局（〇〇） いや、地目は山林です。 

〇〇番〇〇委員 山林。 

事務局（〇〇） はい。 

〇〇番〇〇委員 そしたら、〇〇は。 

事務局（〇〇） ここですね。〇〇は、農地ではあるんですけれども、ここは段差になっていて、ここ

は行き来できないところになっています。 

〇〇番〇〇委員 いや、行く行かんは別として、農地かと聞いているんです。 

事務局（〇〇） 地目は農地だったと記憶しています。ただ、現在としてはもう山林化しているところ

になっています。 

〇〇番〇〇委員 〇〇とその隣、この図面では判別が、数字が読めないので、そこは、２つは農地とい

うことですね。 

事務局（〇〇） はい。ここはもう完全に山林になっていまして。 

〇〇番〇〇委員 はい。そこは結構です、南側ですので。問題は北側を聞いているわけです。〇〇とそ

の西側ですね。 

事務局（〇〇） ここですね、これですね。 

〇〇番〇〇委員 それは山林ですね。 

事務局（〇〇） ごめんなさい。これは畑ですね。これ、地目は畑です。ただ、ここも荒れていまして、

農振農用地からここ一帯がもう外れている。 

〇〇番〇〇委員 農振からはですね。 

事務局（〇〇） はい。 

〇〇番〇〇委員 農地というのは間違いないということですね。 

事務局（〇〇） 農振から除外されているところになります。農振農用地からはですね。 

〇〇番〇〇委員 農地としては間違いないということですね。 

事務局（〇〇） はい。地目は畑ということです。ごめんなさい。すみませんでした。 

〇〇番〇〇委員 その北側に農地があることに関して、植林されて、木がそこにかかってしまっている

と、それの被害の状態とかあたりはどうなっているんですか。 

事務局（〇〇） ここですよね。ここからここに対しての日当たりとかということになるんですか。 

〇〇番〇〇委員 そうですね。日照、通風ですね。 
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事務局（〇〇） 通風については、間があって、ちょっと段差があるというのがあるんですけれども、

日照については、実際は影響はそうはないということで見ております。現状のままということと、

被害のおそれはないということで被害防除計画を頂いております。 

〇〇番〇〇委員 それは、誰が被害がないと言われているんですか。植林されていけば、ずっと上に伸

びていくじゃないですか。それで日照関係は問題ないということですか。 

事務局（〇〇） そうですね、今、ここが木があるところになるんですけれども、ここは段差があって

下がって、先ほどの地目が田のところになりますけれども、ここについては、ちょっと周りの方

から特段何もなかったということもあって、実際、現地を見させていただいて、立会いの方も来

られたので、その方にも聞いて、日照も、そういった苦情等、そういったことは今のところはな

いという話は聞いております。 

〇〇番〇〇委員 今は耕作されていない農地ですので苦情はないかと思いますけれども、実際、農地で

あるならば、その辺に関しての被害防除を受けて、対処を取らなくちゃいかんのじゃないかと思

うんですけど。その周りに、周辺の農地に支障等がある場合は、地域の農業委員等に対して確認

をするということになっておりますよね。 

事務局（〇〇） はい。 

〇〇番〇〇委員 それをされて、簡易手続のほうをされたんですか。 

事務局（〇〇） 簡易手続、この違反転用案件の連絡票というのは、まず、違反転用があった時点で事

務局のほうから県のほうに発見したという、この場合については、もうそういうことがあった後

で、そういったことがあって申出みたいな形で、ここをどうにかしたいんですけどということで

あって、農地ですねというお話で。そこから、事務局のほうから県のほうに直接もう連絡票とい

うことでお送りするような形をしております。県のほうにも、ここら辺の航空写真とか、現場の

写真とかをつけて送っている。それで、追認許可相当ということで返ってきたと。 

〇〇番〇〇委員 分かりました。簡易手続というのは、順序は分かります。私も知っておりますけれど

も、それに関して、先ほども言いました周辺の農地に関して、そういうふうな日照関係の、それ

だけ木が大きくなると陰になるから、それだけの周辺の言わば、緩衝地を造る必要があるんじゃ

ないですか。それに関しては、地域の農業委員等の意見を聞くとか、確認をするというふうにな

っておるようですけど。 

議 長 事務局。 

事務局（〇〇） そうですね、こちらとしては、うちとしても、まずここらについては、そういった形

でまず県のほうに出させていただいて、そのときにもこの被害防除計画とか、そういったものを

出させていただいてしておりまして、実際、ここの下の田んぼの方に私たちも実際、直でお会い

して話をちょっと聞いておらんところがあるので、そこがちょっとあるんですけれども、立会い

に来られた方の話では、そういったことは聞いていないという話でしたのでということですね。 

    あと、緩衝地帯とか、そういったところを設けなければいかんと、確かにそういうところはあ

るでしょうとは思ってはおるんですけれども、今回の場合は、ちょっとその前にも植林がなされ

ていて、今の現状の状態になっているということもあって、そこら辺も考慮に入れて県のほうに

も報告をしてということになっております。 

〇〇番〇〇委員 周辺の農地は荒れても仕方ないということですかね。もうこういう案件が出た場合に、

農地の真ん中で、こういうことで除外申請をされて、周りが農地のときに植林されて、木があっ

て、枯れても仕方がないということになるということになると思いますけれども、そういうとこ

ろをもっと十分検討して判断をしていただきたいと思います。 
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議 長 事務局。 

事務局（〇〇） 言われることもごもっともなところはあるかと思います。実際、周りの状況とか、そ

ういうのも含めて探っていただいて、ちょっと農振のほうの除外の手続きをするための全体見直

しの時も、ちょっと現場のほうを農林課のほうの担当とも見させていただいて、ちょっと周りの

ほうも見させていただいていますけれども、本来、隣に地目農地があるということは、本来はな

かなかできないところかなと思うんですけれども、やはり、もうちょっとそこのあたりは、隣と

の協議というか、そういったところも必要なのかもしれないなと今ちょっと思ってはおりますけ

れども。 

〇〇番〇〇委員 周辺が農地であって、現在耕作されていないという状態だから仕方がないかというふ

うな意見が出たのかと思いますけれども、こういう案件の周辺に対してどうなっているかという

のは農業委員会等で確認するということになっておりますので、それを事務局が踏まえて簡易手

続を取っていただきたいと思います。 

事務局（〇〇） その簡易手続をする前に、一応地元の農業委員さん等に確認を今後はしてほしいとい

うことですか。 

〇〇番〇〇委員 いや、もうこれはそういうふうに書いてあるんですよね。違反転用に関する事務局の

準備というのがそこに書いてあります。 

議 長 事務局。 

事務局（〇〇） 〇〇委員さんのおっしゃるとおり、そこの部分はちょっと指針にのっとって、今後、

事務のほうを進めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇〇番〇〇委員 今後、簡単に無断転用を私たちが認めるということは、相当周辺農地に気を遣ってや

らないと、農業委員会は何をしているんだと言われるんですよ。十分注意して判断をしていただ

きたいと思います。 

    以上です。 

議 長 ありがとうございました。 

    ほかにご意見等ございませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認めます。よって、許可相当として県へ進達いたします。 

 

    それでは、議案第１３号 農地法第５条の規定による許可申請について を議題といたします。 

    番号１について、事務局の説明を求めます。 

事務局（〇〇） それでは、議案第１３号 農地法第５条の規定による許可申請について説明いたしま

す。 

    ３ページをお願いします。 

    番号１、西彼杵郡長与町の〇〇さんから西有家町の〇〇さんへ、西有家町〇〇番〇、地目畑、

地積が３６１平米となっております。転用の目的は住宅用地です。現在、実家に同居しています

けれども、子供の成長に伴い手狭になったため、申請地を譲り受けて住居を新築したいというこ

とでございます。権利の内容につきましては売買で、時期については許可あり次第、期間は永久

年となっております。 

    本案件の農地区分は、市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の区域その規模
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が１０ｈａ未満に該当いたしますので、第２種農地と思われます。一般個人住宅、木造平屋建て

の建築面積１５８．７６平米となっております。最大０．９６ｍの切土を行い、整地を行います。

東側はコンクリート擁壁、西側・南側についてはブロック塀を設置し、北側はコンクリート敷の

ため、土砂の流出の心配はありません。雨水につきましては、敷地内に集水桝を新設し、道路側

溝へ放流予定となっております。汚水、雑排水につきましては、合併浄化槽を経由して同じ道路

側溝へ放流予定となっております。なお、資金につきましては、借入金により賄われます。 

    以上でございます。 

議 長 この案件の現地調査の結果を〇〇番〇〇委員からお願いいたします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。 

    １０月２４日、〇〇番の〇〇委員と〇〇番の〇〇推進委員と事務局３名で午前９時４０分頃か

ら現地に赴き、調査をいたしました。現地は、〇〇高校下の交差点から約２００ｍから２５０ｍ

ぐらいのところのちょうど十字路になるところの角地に当たります。北側と東側に道路がありま

して、中央線のある道路です。 

    日照については、北側のほうは、こちらはもう中央線のある道路なので、日照については何も

問題はないと思われます。また、それと、北西側のほうがちょっと高くなっておりまして、切土

ということで、道路と駐車場の関係上、５０ｃｍから６０ｃｍぐらい下げてすると、道路との段

差が少なくなり、入りやすい状態にするという部分と、というのは、東側のほうは１ｍというか、

剝離があって、それも切土をするので、１ｍぐらいの高さになるということで、既に擁壁をして、

ここが歩道になっていますので擁壁をして、転落防止の防護柵もつけるということです。それと、

雨水に関しては、右方面側に側溝が通っておるので、そこに溜桝をつけて流すということです。

汚水については、合併浄化槽の備付けがあるということなので問題ないと思います。 

    以上で報告ですけれども、皆さんの意見を取りながら検討したのですが、何ら問題はないので

はないかということでしたので、皆様のご意見等をよろしくお願いいたします。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行された〇〇番〇〇推進委員からご意見ございませんか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。 

    先ほど〇〇委員さんの言われたとおり、何ら問題ないのかと思います。 

    以上、よろしくお願いします。 

議 長 ほかの委員さんからご意見等ございませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認めます。よって、許可相当として県へ進達いたします。 

 

    次に、議案第１４号 農用地利用集積計画の決定について を議題といたします。 

    事務局に説明を求めます。 

事務局（〇〇） それでは、議案第１４号 農用地利用集積計画の決定について説明いたします。 

    ４ページをお願いいたします。 

    今月の利用集積計画ですが、賃貸借権が新規のみ１件、合計の１万２７４平米となっておりま

す。使用貸借権は今月はありませんでした。所有権移転につきましては、売買が４件の７，５６

５平米、贈与が２件の合計で５，２７７平米の６件、合わせて１万２，８４２平米となっており

ます。 



 

 8 

 

    中間管理事業、一括方式分につきましては、新規が、賃貸借権が５件、合計が１万８５７平米、

使用貸借権が６件の２万１，６６２平米の計１１件、３万２，５１９平米となっております。再

設定が、賃貸借権が４件、１万４，０４４平米、使用貸借権が１件の３，７５１平米の合計５件、

１万７，７９５平米となっております。なお、中間管理事業の合計につきましては、合わせて１

６件になります。５万３１４平米となっております。 

    それでは、個別の案件につきまして朗読いたします。なお、再設定及び一括方式については朗

読を割愛させていただきます。 

    それでは、４ページをお願いいたします。 

    （議案第１４号 賃貸借権 番号１新規設定、所有権 番号２～７を朗読） 

    以上の案件につきまして、農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条による

改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項第１号、第２号、第３号及び第４号の各号の要

件を満たしているものと思われます。 

    以上でございます。 

議 長 ただいまの説明に対してご意見、ご質問等ありませんか。 

    〇〇委員。 

〇〇番〇〇委員 番号２について、〇〇さんの農業計画はどのようになっていますか。 

議 長 事務局。 

事務局（〇〇） 〇〇委員さんのお尋ねの番号２、〇〇さんのほうの状況ですけれども、この方は〇〇

で〇〇業をされております。今般、〇〇のほうを自分の力で、作物をしたいということで、初め

ての農地取得という形にはなりますけれども、認定農家のほうは〇〇のほうで取っております。 

    以上でございます。 

議 長 ほか、ご意見ございませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がございませんので、議案第１４号 農用地利用集積計画は承認することに決定してよ

ろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議がないようですので、議案第１４号 農用地利用集積計画を承認することに決定いたしま

す。 

 

    ９ページは、農地法第１８条第６項の規定による通知でありますので、ご覧ください。 

    以上をもちまして、議事を終了いたします。 


